
②内視鏡洗浄消毒装置 洗浄消毒工程終了の確認ポイント 
 

装置の異常などにより、洗浄消毒工程の途中で洗浄消毒装置が停止した場合、内視鏡の洗浄消毒は

正常に完了していません。 

内視鏡の洗浄消毒を行う際には下記のポイントをご確認の上ご使用いただき、洗浄消毒工程の途中

で工程が停止した場合には、必ず始めから洗浄消毒を行っていただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実際に発生した事例の紹介 

事例1 

内視鏡を取り出す際、洗浄消毒装置のパネルを確認していなかったため、 
異常コードの表示に気付かなかった。 

異常コードが表示されている場合、機器の異常などにより、途中で工程が停止していた可能性があります。 

このような場合、内視鏡の洗浄消毒は正常に完了していません。 

事例2 

漏水検知のため、洗浄槽に給水を開始し、一旦その場を離れた。 
その後、一定時間が経過して自動で排水された状況を見た別のスタッフが 
洗浄消毒が正常に完了したと勘違いした。 

当社製内視鏡洗浄消毒装置は、漏水検知のために洗浄槽に水を溜めた後、一定時間が経過すると 

洗浄水を自動排出します（※OER-2 では約 5 分後、OER-3/OER-4/OER-S では約 10 分後）。 

一旦その場を離れる際などには、特にご注意ください。 

洗浄消毒が不十分な内視鏡を、患者に使用してしまう可能性があります 

運転終了 パネルの確認 
内視鏡の 

取り出し 

(例) OER-3 のパネル位置 

資料裏面では、洗浄消毒装置の機種ごとに、ご確認いただきたいポイントをご案内しております。 

 

洗浄カバーを開けると異常コードが消える場合があります。（※ソフトウェアのバージョンにより異なります） 

また、パネルの各ボタンを押すことや、装置の電源を切ることでも異常コードは消えてしまいます。 

内視鏡を取り出す際には、これらの操作を行なう前に、パネルの表示を必ずご確認ください。 

異常コード[E XX]が表示されている場合には、取扱説明書に記載された方法で対処ください。 

 



 

 

 

機種 正常終了時のパネル 確認ポイント 

OER-2 
  

OER-3 

OER-4 

  

OER-S 
  

 

 内視鏡を取り出す前にご確認いただきたいポイント 

※機能の設定によっては、       が点灯します。 

また、アルコールフラッシュ終了後は、 

プログラムナンバーが消灯します。 

①メインパネルのプログラムナンバー表示に 

選択したプログラムナンバーが表示され、 

コード/時間表示に工程終了の[― ―]が 

表示されていること。 

②「工程段階表示（洗浄・消毒・すすぎ）」と 

「漏水検知」のランプが消灯していること。 

メインパネル表示とランプ消灯 

メインパネル表示 

①操作パネルの「時間／コード」表示に 

工程終了の[― ―]が表示されていること。 

操作パネル表示 

①メインパネルのプログラムナンバー表示に 

選択したプログラムナンバーが表示され、 

コード/時間表示に工程終了の[― ―]が 

表示されていること。 

 

 

異常コード[E XX]が表示されるなど、 

上記以外の表示になっている場合、 

途中で工程が停止していた可能性があります。 

洗浄消毒が不十分なため、もう一度始めから 

洗浄消毒を行ってください。 

 

 

異常コード[E XX]が表示される、 

「漏水検知」のランプが点灯しているなど、 

上記以外の表示になっている場合、 

途中で工程が停止していた可能性があります。 

洗浄消毒が不十分なため、もう一度始めから 

洗浄消毒を行ってください。 

 

異常コード[E XX]が表示されるなど、 

上記以外の表示になっている場合、 

途中で工程が停止していた可能性があります。 

洗浄消毒が不十分なため、もう一度始めから 

洗浄消毒を行ってください。 
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